
科目名 英語演習 ⅠB　（English Practice ⅠB）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

通年 90 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　池田　晶

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

TOEIC教材を通して、日常生活やビジネスの表現を学びながら、リーディング、リスニング力を高める。

(1) TOEICを受ける上で大前提となるTOEIC Bridgeテストの表現を十分に身に付ける。
(2) TOEIC Bridgeの表現に加えて、TOEICの表現を身に付けて語彙を増やし、教科書に出てくる話題や
　　情報を理解することが出来る。
(3) 3年生の時に受けたTOEICよりも高い得点を目指し、10月のTOEIC-IPテストで300点以上を目指す。

第4学年

機械工学科
電気工学科
物質工学科

経営情報学科

学修 2 単位 必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

TOEIC Bridgeの表現を
90%以上に身に付けてい
る。

TOEIC Bridgeの表現を
80%以上に身に付けてい
る。

TOEIC Bridgeの表現を
60%以上に身に付けてい
る。

TOEIC Bridgeの表現を
60%以上に身に付けてい
ない。

到達目標
②

教科書に出てくるTOEIC
関連の内容や表現を80%
以上理解できる。

教科書に出てくるTOEIC
関連の内容や表現を70%
以上理解できる。

教科書に出てくるTOEIC
関連の内容や表現を60%
以上理解できる。

教科書に出てくるTOEIC
関連の内容や表現で理
解できるのは60%以下。

到達目標
③

TOEIC-IPテストで350点
以上取得できる。

TOEIC-IPテストで325点
程度取得できる。

TOEIC-IPテストで300点
程度取得できる。

TOEIC-IPテストで300点
程度取得できない。

学習・教育到達目標 G (2) JABEE基準１（２） f

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 35 35 15 15 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ◎ ○

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○

汎用的技能
【　　】

○

態度・志向性(人間力)
【自主性・自主管理】

○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】



学　習　上　の　留　意　点

【授業態度について】
　「教材を持ってこない」、「私語をする」、「携帯電話を使用する」、「居眠りをする」、「飲食する」、「出席したとしても全く授業に参加しない」、
といった態度や、配布したプリント類を紛失した場合は、自分だけではなく、周りの学生に悪影響を及ぼすので、大幅な減点対象とします。本
の辞書でも電子辞書でも構いませんので、辞書は必ず持参してください。
【勉強の仕方について】
　毎日の積み重ねが大切です。予習と復習にはじっくりと取り組んでください。予習の段階で英文に目を通して分らない単語や難しそうな英
文に見当をつけておいて授業で確認する、という方法を身につけると効率が良いと思います。外国語の学習は自分から学ぶ、という姿勢を
身につけることが大切ですので、分からないことがあったら、授業中でも授業以外でも、気軽に質問してください。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

TOEICについては様々な意見がありますが、入学試験や就職試験の条件となることが非常に多いことは事実です。難しい問題に取り組んで
いくことも大切だと思いますが、やさしめの問題に取り組んで、繰り返しながら完全に理解して身に付けて土台をしっかりさせることも大切だと
思いますので、教科書はもしかしたらやさしいかも知れません。英語は多くの人にとっては日常言語ではありませんので、授業以外でも自分
で意識して取り組まないと力を付けることはできません。また、わからない単語、表現があったとしても、そこでくじけずに少しずつでもいいの
でシッカリと身に付けていきましょう。なかなか効果が見えなくても、地味に続けていけば、昨日よりも今日、そして今日よりも明日、というよう
に、ゆっくりとではあっても確実に身につくと思います。そして振り返ってみた時、「少しずつではあったけど、毎日続けたから、実はこんなに
覚えたんだ！」と思えた時の達成感を手にしたいですね。 最後に、グローバル化ということで英語の大切さが叫ばれていますが、英語だけを
大切にするのではなくて、英語以外にも世界には数え切れないほどの言葉があって、それぞれとても魅力的でかけがえのないものである、と
いうことも忘れないでください。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 総合英語I.&II, 英文法I&II, 英語演習IA

教科書 「TOEIC® TEST Trainer Target 350, Revised Edition」 M.tanabe他（センゲージラーニング）

補助教材等 配布プリント他



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

プレ・テストの復習とUnit 1前半
・前時の内容を理解できる。
・オフィス表現を理解できる
・自動詞と他動詞を理解できる。

本時の復習と次回の予習

Unit 1前半の復習とUnit 1後半
TOEIC-Bridge表現（１）
小テスト（１）

・前時の内容を理解できる。
・オフィス表現を理解できる
・自動詞と他動詞を理解できる。

本時の復習と次回の予習

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

導入：概要説明
プレ・テスト

授業の目的・評価基準・評価方法、教材の確認
・実力確認小テスト

次回の授業の予習

Unit 2後半の復習とUnit 3前半
TOEIC-Bridge表現（４）
小テスト（４）

・前時の内容を理解できる。
・食事関係の表現を理解できる
・名詞と冠詞を理解できる。

本時の復習と次回の予習

Unit 3後半の復習とまとめ
TOEIC-Bridge表現（５）
小テスト（５）

・前時の内容を理解できる。
・食事関係の表現を理解できる
・名詞と冠詞を理解できる。

中間テスト準備

Unit 1後半の復習とUnit 2前半
TOEIC-Bridge表現（２）
小テスト（２）

・前時の内容を理解できる。
・買い物表現を理解できる
・形容詞、副詞、前置詞を理解できる。

本時の復習と次回の予習

Unit 2前半の復習とUnit 2後半
TOEIC-Bridge表現（３）
小テスト（３）

・前時の内容を理解できる。
・買い物表現を理解できる
・形容詞、副詞、前置詞を理解できる。

本時の復習と次回の予習

中間試験

Unit 6後半と総まとめ
・前時の内容を理解できる。
・数字表現を理解できる
・不定詞を理解できる。

期末テスト準備

期末試験

答案返却・テストの反省
期末テストを振り返りつつ、夏休みの学習について
のアドバイス。

Unit 5前半の復習とUnit 5後半
TOEIC-Bridge表現（８）
小テスト（８）

・前時の内容を理解できる。
・宣伝と広告の表現を理解できる
・完了形を理解できる。

本時の復習と次回の予習

Unit 5後半の復習とUnit 6前半
TOEIC-Bridge表現（９）
小テスト（９）

・前時の内容を理解できる。
・数字表現を理解できる
・不定詞を理解できる。

本時の復習と次回の予習

Unit 4前半の復習とUnit 4後半
TOEIC-Bridge表現（６）
小テスト（６）

・前時の内容を理解できる。
・観光関係の表現を理解できる
・進行形を理解できる。

本時の復習と次回の予習

Unit 4後半の復習とUnit 5前半
TOEIC-Bridge表現（７）
小テスト（７）

・前時の内容を理解できる。
・宣伝と広告の表現を理解できる
・完了形を理解できる。

本時の復習と次回の予習

答案返却・テストの反省
Unit 4前半

・観光関係の表現を理解できる
・進行形を理解できる。

本時の復習と次回の予習
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そう復習とUnit 7 前半
・日常生活の表現を理解できる
・動名詞を理解できる。

本時の復習と次回の予習

Unit 7前半の復習とUnit 7後半
小テスト（９）

・日常生活の表現を理解できる
・動名詞を理解できる。

本時の復習と次回の予習

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

Unit 8後半の復習とUnit 9 前半
小テスト（１２）

・交通の表現を理解できる。
・複文を理解できる。

本時の復習と次回の予習

Unit 9前半の復習Unit 9 後半
小テスト（１１）

・交通の表現を理解できる。
・複文を理解できる。

本時の復習と次回の予習

Unit 7後半の復習とUnit 8 前半
小テスト（１０）

・エンターテイメントの表現を理解できる。
・関係詞を理解できる

本時の復習と次回の予習

Unit 8前半の復習Unit 8 後半
小テスト（１１）

・エンターテイメントの表現を理解できる。
・関係詞を理解できる

本時の復習と次回の予習

テストの返却・反省
Unit 11 前半

・いろいろな国の英語（１）を理解できる。
・分詞を理解できる。

本時の復習と次回の予習

Unit 9後半の復習とUnit 10 前半
小テスト（１２）

・職業についての表現を理解できる。
・受動態を理解できる。

本時の復習と次回の予習

Unit 10 後半とまとめ
・職業についての表現を理解できる。
・受動態を理解できる。

中間テストの準備

中間試験

Unit 12前半の復習とUnit 12後半
・いろいろな国の英語（２）を理解できる。
・分詞を理解できる。

本時の復習と次回の予習

総まとめ ・総まとめから自分の苦手な点を把握できる。 期末試験の準備

Unit 11前半の復習とUnit 11 後半
小テスト（１３）

・いろいろな国の英語（１）を理解できる。
・分詞を理解できる。

本時の復習と次回の予習

Unit 11後半の復習とUnit 12 前半
小テスト（１４）

・いろいろな国の英語（２）を理解できる。
・分詞を理解できる。

本時の復習と次回の予習

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 60 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 30 時間

期末試験

答案返却・テストの反省
授業アンケート

期末テストを振り返りつつ、次の学年に向けての学
習についてアドバイス。

総　学　習　時　間　数 90 時間


